
令和４年度



 1  一般会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

71,100,000 10.0 7,080,000

 2  特別会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

40,763,000 2.4 975,000

① 国民健康保険事業 20,972,000 △ 396,000

② 土地取得事業 63,000 28,000

③ 介護保険事業 17,000,000 1,087,000

④ 後期高齢者医療事業 2,728,000 256,000

 3  企業会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

29,269,000 △ 0.0 △ 4,000

① 病院事業 12,413,000 119,000

② 水道事業 6,269,000 △ 317,000

③ 下水道事業 10,587,000 194,000

前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

141,132,000 5.7 8,051,000

千円

149,183,000

29,265,000

12,532,000

5,952,000

 4  全会計合計 ４年度予算額

10,781,000

４年度予算額

千円

41,738,000

20,576,000

91,000

18,087,000

2,984,000

４年度予算額

千円

【令和４年度各会計予算（案）】

４年度予算額

千円

78,180,000
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  各会計のポイント

　　一般会計

　　特別会計（４事業）

　　　◆国民健康保険事業特別会計

　　　◆土地取得事業特別会計

　　　◆介護保険事業特別会計

　　　◆後期高齢者医療事業特別会計

　　企業会計（３事業）

　　　◆病院事業会計

　　　◆水道事業会計

　　　◆下水道事業会計

　 中部浄化プラント他設備の長寿命化等に係る建設改良費が増加したことなどから、前年度
に比べ１億9,400万円の増となるものです。

 　医療機器の更新等に係る建設改良費が増加したことなどから、前年度に比べ１億1,900万円
の増となるものです。

　柳沢水源地更新工事等に係る建設改良費が減少したことなどから、前年度に比べ
３億1,700万円の減となるものです。

　 土地取得事業特別会計の有する土地を一般会計が取得するもので、前年度に比べ
2,800万円の増となるものです。

　 高齢化の進行による要介護等認定者数の増加に伴い、保険給付費が増加したことなどか
ら、前年度に比べ10億8,700万円の増となるものです。

　 被保険者数の増加などに伴い、後期高齢者医療広域連合への納付金が増加したことから、
前年度に比べ２億5,600万円の増となるものです。

　令和４年度一般会計予算は、前年度に比べ70億8,000万円の増となっています。
　これは、各世代の市民の安全・安心と自分らしい生活を支えるため、福祉や産業振
興、災害対策などの各種施策を着実に進めつつ、「動き出す 創り出す」の骨格をなす
新総合体育館整備に係る香陵公園周辺整備事業や沼津駅周辺総合整備事業など、未来
に向けた投資を積極的に進める普通建設事業費が増加することによるもので、予算規
模は過去最大の781億8,000万円となるものです。

　 被保険者数の減少に伴い、県への納付金が減少したことなどから、前年度に比べ
３億9,600万円の減となるものです。
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（１）　　一般会計歳入比較（款別）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 市 税 33,700,000 43.1 31,800,000 44.7 1,900,000 6.0

2 地 方 譲 与 税 537,000 0.7 528,000 0.7 9,000 1.7

3 利 子 割 交 付 金 30,000 0.0 60,000 0.1 △ 30,000 △ 50.0

4 配 当 割 交 付 金 120,000 0.2 120,000 0.2 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 150,000 0.2 120,000 0.2 30,000 25.0

6 法 人 事 業 税 交 付 金 450,000 0.6 260,000 0.4 190,000 73.1

7 地 方 消 費 税 交 付 金 4,800,000 6.1 4,800,000 6.7 0 0.0

8 ゴルフ場利用 税交 付金 100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

9 環 境 性 能 割 交 付 金 90,000 0.1 90,000 0.1 0 0.0

10
国有提供施設等
   所在市町村助成交付金

300 0.0 300 0.0 0 0.0

11 地 方 特 例 交 付 金 160,000 0.2 1,700,000 2.4 △ 1,540,000 △ 90.6

12 地 方 交 付 税 2,460,000 3.1 2,500,000 3.5 △ 40,000 △ 1.6

13 交通安全対策特別交付金 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

14 分 担 金 及 び 負 担 金 546,694 0.7 544,550 0.8 2,144 0.4

15 使 用 料 及 び 手 数 料 1,174,088 1.5 1,191,884 1.7 △ 17,796 △ 1.5

16 国 庫 支 出 金 12,590,868 16.1 12,178,453 17.1 412,415 3.4

17 県 支 出 金 5,767,597 7.4 5,607,081 7.9 160,516 2.9

18 財 産 収 入 409,810 0.5 401,950 0.6 7,860 2.0

19 寄 附 金 755,002 1.0 365,002 0.5 390,000 106.8

20 繰 入 金 1,411,660 1.8 1,216,655 1.7 195,005 16.0

21 繰 越 金 439,518 0.6 483,566 0.7 △ 44,048 △ 9.1

22 諸 収 入 1,867,063 2.4 1,933,359 2.7 △ 66,296 △ 3.4

23 市 債 10,570,400 13.5 5,049,200 7.1 5,521,200 109.3

78,180,000 100.0 71,100,000 100.0 7,080,000 10.0
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歳 入 合 計

令和４年度　一般会計歳入予算の状況

令 和 ３ 年 度 比 較
款

令 和 ４ 年 度



（２）　　一般会計歳入比較（財源別）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

市 税 33,700,000 43.1 31,800,000 44.7 1,900,000 6.0

分担金及 び負 担金 546,694 0.7 544,550 0.8 2,144 0.4

使用料及 び手 数料 1,174,088 1.5 1,191,884 1.7 △ 17,796 △ 1.5

繰 入 金 1,411,660 1.8 1,216,655 1.7 195,005 16.0

諸 収 入 1,867,063 2.4 1,933,359 2.7 △ 66,296 △ 3.4

そ の 他 1,604,330 2.1 1,250,518 1.8 353,812 28.3

計 40,303,835 51.6 37,936,966 53.4 2,366,869 6.2

地方消費税交付金 4,800,000 6.1 4,800,000 6.7 0 0.0

地 方 交 付 税 2,460,000 3.1 2,500,000 3.5 △ 40,000 △ 1.6

国 庫 支 出 金 12,590,868 16.1 12,178,453 17.1 412,415 3.4

県 支 出 金 5,767,597 7.4 5,607,081 7.9 160,516 2.9

市 債 10,570,400 13.5 5,049,200 7.1 5,521,200 109.3

そ の 他 1,687,300 2.2 3,028,300 4.3 △ 1,341,000 △ 44.3

計 37,876,165 48.4 33,163,034 46.6 4,713,131 14.2

78,180,000 100.0 71,100,000 100.0 7,080,000 10.0

○自主財源について
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　　 そのほかの財源については、自主財源の市税における固定資産税及び都市計画税の軽減措置に

　係る減収補塡の終了などに伴う地方特例交付金15億4,000万円の減などを見込んでいます。

　　 このようなことから、依存財源全体では、47億1,313万１千円の増となります。

　の増、市債は55億2,120万円の増と見込んでいます。

依
存
財
源

歳 入 合 計

　　 市税については、コロナ禍に伴い令和３年度に限り設けられた固定資産税及び都市計画税の軽減

　措置の終了などにより、前年度から19億円の増と見込んでいます。

　　 そのほかの財源については、ふるさと応援基金繰入金の増などによる繰入金１億9,500万５千円の

　増、ふるさと納税の増による寄附金３億9,000万円の増などを見込んでいます。

　　 このようなことから、自主財源全体では、23億6,686万９千円の増となります。

○依存財源について

　　香陵公園周辺整備事業における新総合体育館の完成などに伴い、国庫支出金は４億1,241万５千円

自
主
財
源

令和４年度　一般会計歳入予算の状況

款
令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度 比 較



（３）　　市税の状況について

市税　337億円　（対前年度 19億円増）

【主な税目】 単位：千円

令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

13,110,000 12,590,000 520,000 4.1

個人 11,222,000 11,042,000 180,000 1.6

法人 1,888,000 1,548,000 340,000 22.0

18,634,000 17,290,000 1,344,000 7.8

541,000 505,000 36,000 7.1

1,403,000 1,403,000 0 0.0

12,000 12,000 0 0.0

33,700,000 31,800,000 1,900,000 6.0

《市税の状況》

市税の当初予算の推移

市たばこ税

市たばこ税

令和４年度　一般会計歳入予算の状況

区分

市民税

固定資産税（都市計画税含む）

軽自動車税

入湯税

計

　　市税は、前年度比19億円増の337億円を見込んでいます。

　　また、固定資産税（都市計画税含む）において、事業収入が減少した中小事業者等に対する軽減

　　主な税目別では、市民税において、所得・雇用環境の改善や、景気の回復に伴う個人所得や企業

　収益の増などにより、５億2,000万円増の131億1,000万円を見込んでいます。

　措置の終了などにより、13億4,400万円増の186億3,400万円を見込んでいます。
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（１）　　一般会計歳出比較（款別）

増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 議 会 費 460,989 0.6 461,199 0.7 △ 210 △ 0.0

2 総 務 費 6,780,135 8.7 6,474,383 9.1 305,752 4.7

3 民 生 費 29,014,566 37.1 28,459,941 40.0 554,625 1.9

4 衛 生 費 7,099,683 9.1 7,051,909 9.9 47,774 0.7

5 労 働 費 98,995 0.1 98,851 0.1 144 0.1

6 農 林 水 産 業 費 690,033 0.9 823,727 1.2 △ 133,694 △ 16.2

7 商 工 費 1,193,172 1.5 1,261,053 1.8 △ 67,881 △ 5.4

8 土 木 費 16,894,985 21.6 10,279,074 14.5 6,615,911 64.4

9 消 防 費 2,759,181 3.5 2,696,524 3.8 62,657 2.3

10 教 育 費 6,092,752 7.8 6,328,746 8.9 △ 235,994 △ 3.7

11 災 害 復 旧 費 37,430 0.1 40 0.0 37,390 93,475.0

12 公 債 費 6,958,079 8.9 7,064,553 9.9 △ 106,474 △ 1.5

13 予 備 費 100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

78,180,000 100.0 71,100,000 100.0 7,080,000 10.0歳    出    合    計

○主な増減理由
 ・総務費
　     定年退職者数の減などによる職員人件費２億7,400万円の減の一方、ふるさと応援基金
　　積立金３億9,000万円の増やふるさと納税推進事業費１億9,300万円の増などによるもので
　　す。
 ・民生費
　　　児童手当に係る経費１億800万円の減の一方、障がいを持つ方の自立支援等に係る経
　　費１億5,000万円の増や介護保険事業会計繰出金１億4,700万円の増などによるものです。
 ・農林水産業費
　　   事業進捗による市営漁港機能保全事業費9,600万円の減や県営事業負担金の減などに
　　伴う土地改良施設整備事業費3,200万円の減などによるものです。
 ・土木費
　　　 令和３年度への事業前倒しなどに伴う道路新設改良事業費２億8,000万円の減の一方、
　　新総合体育館の供用開始に伴う香陵公園周辺整備事業費64億8,400万円の増や静岡東
　　部拠点土地区画整理事業費３億300万円の増などによるものです。
 ・教育費
　　    第五中学校給食調理場空調設備改修などによる小中学校営繕・改修事業費
　　１億9,200万円の増の一方、保存修復工事の完了による戸田松城邸保存修復事業費
　　２億3,400万円の減や埋蔵文化財発掘調査受託事業費9,300万円の減などによるもので
　　す。

令和４年度　一般会計歳出予算の状況

款
令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度 比　　　　較

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額
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（２）　　一般会計歳出比較（性質別）

増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

51,863,051 66.3 51,591,210 72.6 271,841 0.5

11,194,987 14.3 11,624,584 16.4 △ 429,597 △ 3.7

11,101,039 14.2 10,599,763 14.9 501,276 4.7

821,234 1.0 854,037 1.2 △ 32,803 △ 3.8

18,100,347 23.2 17,790,597 25.0 309,750 1.7

10,645,444 13.6 10,722,229 15.1 △ 76,785 △ 0.7

13,503,077 17.3 7,187,180 10.1 6,315,897 87.9

13,465,647 17.2 7,187,140 10.1 6,278,507 87.4

37,430 0.1 40 0.0 37,390 93,475.0

12,813,872 16.4 12,321,610 17.3 492,262 4.0

6,957,730 8.9 7,064,203 9.9 △ 106,473 △ 1.5

785,946 1.0 393,431 0.6 392,515 99.8

4,970,196 6.4 4,763,976 6.7 206,220 4.3

100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

78,180,000 100.0 71,100,000 100.0 7,080,000 10.0

繰 出 金

予 備 費

歳　　　出　　　合　　　計

○主な増減理由
　・人件費
　　   定年退職者の減に伴う退職手当２億8,000万円の減や職員構成の変動等に伴う１億円の
　　減、給与改定に伴う期末手当7,400万円の減などによるものです。
　・物件費
　　　 ふるさと納税に係る経費の増による、ふるさと納税推進事業費１億9,300万円の増や新総
　　合体育館の維持管理経費１億1,900万円の増などによるものです。
　･扶助費
　　  児童手当に係る経費１億400万円の減の一方、 障がいを持つ方の自立支援等に係る経費
  　１億5,000万円の増や障がいを持つ子どもの通所等に要する経費１億700万円の増などによ
　　るものです。
　・補助費等
　　　個人番号カード交付に係る事務委任交付金１億4,000万円の減などによるものです。
　・普通建設事業費
　     民間保育所等施設整備事業費（補助）３億3,300万円の減の一方、香陵公園周辺整備事業
　　費63億6,000万円の増や静岡東部拠点土地区画整理事業３億300万円の増などによるもの
　　です。
　・公債費
　　   市債償還元金9,500万円、市債償還利子1,200万円の減によるものです。
　・繰出金
　　   介護保険事業会計繰出金１億4,700万円や後期高齢者医療事業会計繰出金6,400万円の
　　増などによるものです。

補 助 費 等

投資的経費

普通建設事業費

災害復旧事業費

その他

公 債 費

積 立 金

扶 助 費

令和４年度　一般会計歳出予算の状況

区 分
令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度 比 較

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額

消費的経費

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費
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（１）　財政調整基金残高

（２）　市債残高

全会計

　一般会計

　企業会計

（参考）

　一般会計のうち、臨時財政対策債

令和３年度に前倒実施する事業

（単位：千円）

款 主 な 事 業 前倒し額（総額）

計 581,090

農林水産業費
・県営食肉センター再編整備事業負担金
・土地改良施設整備事業

108,111

土　  木　  費
・道路新設改良事業
・沼津南一色線道路改良事業
・原駅町沖線道路改良事業　　　　ほか全８件

466,049

財政調整基金及び市債の残高推移

（単位：千円）

令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末

4,641,758 4,941,172 4,446,172

（単位：千円）

平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末

122,957,173 121,454,769 119,957,243 121,900,356 126,438,151

69,337,165 68,469,503 67,530,071 68,901,707 72,944,315

総　　務　　費 ・社会保障・税番号制度システム整備事業 6,930

※　令和２年度末までは決算数値ですが、令和３・４年度末は令和４年２月１日時点の見
　　 込数値です。

※　市債の償還期間は、一般会計は主に15～20年程度、企業会計は主に10～40年の期
     間で返済するものです。

※　償還の財源は、一般会計は主に税、企業会計は受益者負担により主に使用料等を
     もって返済するものです。

53,620,008 52,985,266 52,427,172 52,998,649 53,493,836

24,927,631 24,433,589 23,421,181 23,553,749 23,213,280
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令和４年度予算の特徴

令和４年度の当初予算は、第５次沼津市総合計画に

定める将来都市像である「人・まち・自然が調和し、

躍動するまち 」 の実現に向けて、重点的に取り組む

べき4つの視点のほか、「動き出す 創り出す」を実

感できるまちづくりの観点から必要な経費を盛り込ん

だものです。

子育て・教育・健康長寿・多様性

◆自転車活用推進事業（P14）

・英語パフォーマンステストの実施

◆言語教育による表現力・読解力育成事業（P18）

・電動マイクロモビリティ社会実験の実施

◆男女共同参画推進事業（P13）

・性の多様性シンポジウムの開催

都市的魅力や利便性の向上

暮らしやすいまちへ視点１

子育て・教育・健康長寿の環境整備を進めるほか、多様

性を認め合い尊重する意識の醸成を図ります。

マイクロモビリティの活用など、先進的な取組を

進め、都市的魅力や利便性の向上を図ります。

・沼津港デジタルサイネージの設置

・原駅前広場バス・タクシー乗り場案内等の設置

◆フレイル対策事業（P19）

・市民サポーター養成等を行うモデル地区の拡大

◆公共交通ネットワーク形成事業（P14）

・子ども食堂などの開設・運営相談窓口の設置

◆子どもの居場所づくりコーディネート事業（P18）

※介護保険事業特別会計
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ひとが行き交うまちへ視点2

◆沼津サイクルツーリズム推進事業（P16）

◆フェンシングのまち沼津推進事業（P16）

スポーツツーリズム

フェンシング大会の開催やサイクリングによる市内周

遊促進など、オリンピックレガシーを活用したスポーツ

ツーリズムを進めます。

・地域振興・健康増進サイクルキャンペーン開催

・富士市との連携イベント開催

日常的なにぎわいの創出

◆中心市街地まちづくり戦略事業（P13）

・駅前広場や駅前街路の再編整備に向けた検討

◆中央公園リノベーション事業（P14）

・再整備基本計画策定

・「Proud NUMAZU CUP フェンシング選手権2022」

の開催

周遊観光の促進

◆沼津の魅力満喫事業（P16）

・大河ドラマを活用した観光PR事業

◆沼津港にぎわい創出事業（P16）

・Sea級グルメ全国大会 in 沼津プレイベント開催

恵まれた自然環境や地域資源を活用し、周遊観光を促

進します。

駅前広場の再編整備に向けた検討や中央公園の再整備

基本計画策定など、公共空間の利活用によるにぎわいの

創出に取り組みます。

◆豊かで美しい海と渚づくり事業（P16）

・マリンレジャーのルール・マナーの周知啓発

・海上パトロールの実施
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産業が元気なまちへ視点３

◆沼津しごと応援事業（P15）

商業・工業の振興

多様な人材が活躍できる環境づくりを進め、雇用の

創出や地域の活性化につなげます。

◆企業立地促進事業（P15）

「動き出す 創り出す」を実感できるまちづくり

・本市に立地する際の用地取得費等に対する助成

◆沼津駅周辺総合整備事業（P14）

・鉄道高架化事業

・鉄道施設移転事業

・道路新設改良事業（鉄道施設移転先周辺道路）

・静岡東部拠点土地区画整理事業

・ダイバーシティ経営・テレワーク導入セミナー開催

・障がい者・高齢者を対象とした合同就職面接会開催

◆農業改革推進事業（P15）

・農業経営収入保険の加入促進支援

１次産業への支援

農業経営収入保険の加入に対する補助や農水産物の

ブランド化など、１次産業への支援を実施します。

◆１次産品販路拡大戦略推進事業（P15）

・農業、水産業、商業の連携による

新たなブランド化や販路拡大

まちづくりの中核

新総合体育館のオープン

◆香陵公園周辺整備事業（P18）

・アリーナ、武道場、多目的スタジオなど、

市民スポーツの拠点として様々な機能を

備えた新総合体育館
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安全・安心

安全・安心のもとで暮らせるまちへ視点４

特殊詐欺への対策や犯罪被害者への支援など、安

全・安心を実感できるまちづくりを進めます。

災害対策

◆安全な地域づくり推進事業（P20）

・被災者支援システムの導入

・富士山火山防災マップの作成及び全戸配布

・危機管理情報の配信システムの機能向上

◆災害時通信システム増強事業（P20）

◆市制100周年記念事業（P13）

◆アスルクラロ沼津ホームタウン推進事業（P16）

◆広報事業経費（P13）

・市制100周年記念返礼品の企画

常襲浸水地域への治水対策のほか、危機管理情報の

配信システムの機能向上など、災害対策を進めます。

◆防犯まちづくり事業（P20）

・悪質電話対策機器購入費補助の創設

◆犯罪被害者等支援事業（P20）

・犯罪被害者等へ見舞金を支給する制度の創設

市制100周年に向けて

・令和５年７月1日の市制100周年に向けた機運の醸成

・市制100周年記念誌の作成

◆ふるさと納税推進事業（P16）

・ユニフォームへの市制100周年バナー掲出

◆市制100周年企画展準備事業（P13）

・市制100周年記念写真集の作成

◆総合的治水対策整備事業（P20）

・大平江川排水機場の躯体の築造（２か年事業）
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１　自分らしいライフスタイルを実現できるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◎ ◆ 市制100周年記念事業【政策企画課】 3,000
　市制100周年に向けて、ロゴマークやキャッチフレーズを活用したＰＲなど
　により、機運の醸成を図る。

○ ◆ 広報事業経費【広報課】 56,540
　「広報ぬまづ」、市ホームページ、コミュニティFMラジオ及びケーブルテレ
　ビを活用し、市政情報を市民にわかりやすく発信する。
　　【新規】 市制100周年記念誌の作成

◎ ◆ 市制100周年企画展準備事業【文化振興課】 3,300
　市制100周年を記念した企画展の開催準備のため、明治史料館において
　本市の100年のあゆみを振り返る記念写真集を作成する。

◆ 沼津の魅力発信推進事業【広報課】 740
　ケーブルテレビによる紹介番組の放送やパネル展の開催等により、「ぬま
　づの宝100選」の認知度を高めるとともに、市制100周年に合わせた改選
　の準備を行う。

◎ ◆ 地区センター整備事業【地域自治課】 14,000
　地域住民の活動・交流拠点である地区センターの更新整備を計画的に実
　施するため、西浦地区センターの更新準備として基本構想の策定を行うと
　ともに、愛鷹地区センターの更新準備として敷地測量及び地質調査を行う。

◆ 多文化共生推進事業【地域自治課】 3,310
　19言語対応可能なテレビ通訳サービスを活用した相談窓口の運営、日本
　語教室の実施、交流イベントの開催などにより、外国人住民が地域の一員
　として共に協力し安心して暮らせる社会の実現を目指す。

○ ◆ 男女共同参画推進事業【地域自治課】 1,720
　全ての人が性別にかかわりなく、あらゆる分野において個性と能力を発揮
　し、心豊かに生活できる「男女共同参画社会の実現」に向けた施策を行う。
　　【新規】 性の多様性シンポジウムの開催

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 中心市街地まちづくり戦略事業【まちづくり政策課】 16,600
　「公共空間再編整備計画」に基づき、駅前広場や駅前街路の再編整備に
　向けて、課題等を把握するための社会実験の準備を進めるとともに、地元
　商業者等と連携して道路空間の利活用等に向けた取組を実施する。

◆ 沼津南一色線道路改良事業【道路建設課】 107,700
　道路と高尾山古墳周辺を一体的な空間とした良好な景観形成と、円滑な
　道路交通の実現の両立を図るため、橋梁・トンネル施工に向けた準備工
　事を進めるとともに、東海道新幹線北側の道路改良工事を実施する。

＜参考＞令和３年度 繰越明許費
　　電線共同溝整備工事の実施

※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 鉄道高架化事業【推進課】 247,140
　県施行の鉄道高架事業に対する負担金に加え、高架構造物と交差する道
　路・水路の施工計画や鉄道跡地利用の検討を行う。

◆ 鉄道施設移転事業【整備課】 261,300
　新貨物ターミナル造成及び調整池築造工事を実施する。

◆ 道路新設改良事業（鉄道施設移転先周辺道路）【整備課】 125,600
　鉄道施設移転先の周辺道路の整備を行う。

◆ 静岡東部拠点土地区画整理事業【沼津駅周辺区画整理事務所】 457,200
　仮換地指定を行い、建物等の移転に着手するほか、埋蔵文化財調査を行
　う。

ほか

◆ 原駅町沖線道路改良事業【道路建設課】 86,300
　本市の西の交通結節点である原駅の駅前広場について、令和４年度末の
　供用開始を目指し、引き続き整備を実施する。

＜参考＞令和３年度 繰越明許費
 　原駅前広場整備工事の実施

○ ◆ 公共交通ネットワーク形成事業【まちづくり政策課】 29,000
　「沼津市地域公共交通計画」に基づき、公共交通の利便性向上及び利用
　促進に向けた取組を実施する。
　　【新規】 沼津港デジタルサイネージ設置
　　【新規】 原駅前広場バス・タクシー乗り場案内等設置
　　【新規】 小中学生を対象としたモビリティ・マネジメント教材の作成
　　【新規】 公共交通への利用転換に向けた車番認証システムの活用

○ ◆ 自転車活用推進事業【まちづくり政策課】 2,400
　多様な移動手段を確保し、まちの回遊性向上を図るため、新たなモビリティ
　ツールの活用に取り組む。
　　【新規】 沼津駅－沼津港間における電動マイクロモビリティ社会実験の実
　　　　　　　施
　　【新規】 シェアサイクルポートの増設支援

◎ ◆ 市営住宅今沢団地建替事業【住宅営繕課】 91,400
　市営住宅今沢団地の建替に向け、PFIアドバイザリー業務委託等を行うほ
　か、既存B棟の解体工事を実施する。

◆ 空き家等対策事業【まちづくり指導課】 24,800
　若者世帯を対象としたリフォーム支援により空き家の利活用を図るほか、
　除却費補助、所有者不存在のため略式代執行による除却等を行い、管理
　不全な空き家の解消に取り組む。

○ ◆ 中央公園リノベーション事業【緑地公園課】 9,900
　施設配置の見直しや民間活力の導入を視野に、更に魅力ある空間へ再整
　備するための基本計画の策定を行う。
　【新規】 再整備基本計画策定

事業名及び事業内容

◆沼津駅周辺総合整備事業
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ スマートシティ推進事業【政策企画課】 1,500
　沼津版スマートシティの実現に向けたプロジェクト「Ｘ-Ｔech ＮUMAZU」を
　推進するため、推進ビジョンに基づく具体の取組や、新たな専門部会の設
　置を検討する。

３　力強い産業を牽引するまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 企業立地促進事業【産業戦略推進室】 220,000
　産業振興や雇用の創出を図るため、企業が本市に立地する際の用地取得
　費等に対して助成を行う。

○ ◆ まちなかにぎわい創出事業【商工振興課】 13,330
　まちのにぎわいづくりに取り組む団体等への支援をはじめ、中央公園や狩
　野川等の観光スポットや自然資源の相互連携・活用を通じ、中心市街地
　のにぎわいを創出する。
　　【新規】 関東商工会議所女性会連合会沼津大会開催支援
　　【新規】 商店街等の新たな誘客につながる環境整備の支援

◆ まちなか商業リブランディング推進事業【商工振興課】 12,000
　エリアや個店の魅力向上に向けた手法等を検討する「リブランディング企画
　塾」を開催するとともに、その効果的な発信により、まちなかエリアへの来
　訪者の拡大を図る。

○ ◆ 沼津しごと応援事業【商工振興課】 11,600
　ダイバーシティ経営・テレワーク導入セミナーを開催し、市内企業における
　多様な働き方を推進するとともに、障がい者や高齢者を対象とする面接会
　を開催するなど、多様な人材が活躍できる環境づくりを促進する。
　　【新規】 ダイバーシティ経営セミナーの開催
　　【新規】 障がい者・高齢者を対象とした合同就職面接会の開催
　　【新規】 沼津しごと応援サイト「ぬまｊｏｂ」への新機能追加

○ ◆ 農業改革推進事業【農林農地課】 19,600
　意欲ある農業者に対し、農業経営収入保険への加入促進、農地集積など
　の各種支援を実施し、効率的かつ安定的な農業経営体の育成に取り組む。
　　【新規】 農業経営収入保険の加入促進支援

◆ １次産品販路拡大戦略推進事業【水産海浜課】 4,290
　本市１次産品の活性化に向け、県外でのテストマーケティングの実施など、
　農業、水産業、商業の連携により新たなブランド化や販路拡大に取り組む。

○ ◆ 起業創業支援事業【商工振興課】 7,900
　起業を目指す人や創業して間もない人を対象としたターゲット別セミナーの
　開催などにより、起業者の増加や事業活動の継続を支援する。
　　【新規】 創業して間もない人を対象としたフォローアップセミナーの開催

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

４　地域の宝を活かすまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ 沼津の魅力満喫事業【観光戦略課】 12,700
　大河ドラマの活用などにより本市の魅力の磨き上げを行うとともに、様々な
　媒体を活用した情報発信により回遊性を高め、観光交流客数の増加を図
　る。
　　【新規】 大河ドラマを活用した観光ＰＲ事業
　　【新規】 原・浮島地区観光活性化事業支援

○ ◆ 観光施設整備事業【観光戦略課】 700
　香貫山展望台に眺望案内板を設置するなど、観光客をもてなすための受
　入環境の整備を進める。
　　【新規】 香貫山展望台に眺望案内板を設置

○ ◆ ふるさと納税推進事業【観光戦略課】 387,000
　本市へのふるさと納税の推進により、財源確保に加え、返礼品進呈による
　全国への魅力発信や、市内事業者の販路拡大を図る。また、本市の豊か
　な地場産品や伝統技術を活用した市制100周年にふさわしい記念返礼品を
　企画し、返礼品の質の向上や提供事業者の新規参入を促進する。
　　【新規】 市制100周年記念返礼品の企画

○ ◆ フェンシングのまち沼津推進事業【ウィズスポーツ課】 26,600
　拠点施設「F3 BASE」を活用した合宿・大会の誘致、競技の普及、シンボル
　フェンサーの育成等に取り組むとともに、東京2020オリンピックレガシーとし
　て、本市で事前合宿を行ったカナダチームとの交流を継続し、「フェンシング
　のまち」としての知名度向上を図る。
　　【新規】 Proud NUMAZU CUPフェンシング選手権へのカナダ選手招へい

○ ◆ アスルクラロ沼津ホームタウン推進事業【ウィズスポーツ課】 7,200
　スポーツを通じた活気あるまちづくりを推進するため、Ｊ３アスルクラロ沼津
　への支援を行うとともに、クラブと連携し本市の魅力を発信する。
　　【新規】 ユニフォームへの市制100周年バナー掲出

○ ◆ 沼津サイクルツーリズム推進事業【ウィズスポーツ課】 5,740
　近隣市町や民間事業者と連携したイベントの開催などにより、更なるサイク
　ルツーリズムの促進を図る。また、サイクリストの誘客に加え、市民の健康
　増進や市内事業者の支援にもつながる、スマートフォンアプリを活用したサ
　イクルキャンペーンを実施する。
　　【新規】 地域振興・健康増進サイクルキャンペーン開催
　　【新規】 富士市との連携によるサイクルイベント開催

○ ◆ 沼津港にぎわい創出事業【水産海浜課】 3,700
　令和５年度に沼津港で開催される「Sea級グルメ全国大会in沼津」に向け、
　プレイベントの開催などにより、沼津港や本市の海・水産物の魅力を市内
　外へ広くＰＲし、開催機運の醸成を図る。
　　【新規】 Sea級グルメ全国大会in沼津プレイベントの開催

◎ ◆ 豊かで美しい海と渚づくり事業【水産海浜課】 12,900
　民間団体と連携し海岸環境の保全を推進するとともに、漁業環境と調和し
　た海域の利用を促進するため、マリンレジャーのルール・マナーの周知啓
　発や海上パトロールを実施し、海や海岸景観について地域資源としての魅
　力向上を図る。

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

４　地域の宝を活かすまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 文化財活用推進事業【文化振興課】 6,700
　市内文化財の普及啓発や地域資源としての活用を図るため、講演会の開
　催、地域の文化財を巡るためのマップを作成するほか、文化財保存活用地
　域計画の策定を進める。

◎ ◆ 歴史民俗資料館移転整備事業【文化振興課】 9,800
　歴史民俗資料館の移転に向け施設整備における基本構想の策定を行うほ
　か、原駅前にある収蔵庫所蔵の文化財について、旧内浦小学校への移設
　を行う。

◆ 史跡等保全整備事業（戸田松城邸保存修復事業）【文化振興課】 10,700
　重要文化財松城家住宅の一般公開に向けた準備を進めるとともに、オープ
　ニング記念講演の開催等を通じて地域文化の振興と活用を図るほか、公
　開後の施設の維持管理を行う。

○ ◆ ぬまづ暮らし住み替え促進事業【政策企画課】 4,080
　移住希望者に対し、「ぬまづ暮らし」の魅力を発信することで、本市への移
　住の流れをつくる。
　　【新規】 インターネット広告による魅力発信

○ ◆ 移住就業支援事業【政策企画課】 12,300
　人口減少や企業の人手不足の改善を図るため、東京圏から本市に移住し
　対象となる中小企業等に就職した人等に支援金を交付する。
　　【新規】18歳未満の子どもがいる世帯に対する支援金の加算

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ 出会い応援事業【政策企画課】 350
　登録制ボランティア「縁結び隊」による結婚相談や交流イベントの開催、県
　及び県内市町等からなる協議会を通じた結婚支援を行う。
　　【新規】 ＡＩマッチングシステムによる結婚支援を開始

○ ◆ 妊産婦健康診査事業【健康づくり課】 115,600
　妊婦健康診査、新生児聴覚スクリーニング検査及び産婦健康診査の費用
　助成を行う。
　　【新規】 多胎妊婦健診に関する助成を開始

◆ マミーズほっとステーションぬまづ運営事業【健康づくり課】 4,600
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行う。
　訪問型育児支援の初回無料化など、要支援産婦等に対する支援を継続
　する。

◆ 民間保育所等施設整備事業【子育て支援課】 62,476
  認定こども園沼津学園第一幼稚園への施設整備補助など、民間保育所や
　認定こども園の施設整備について支援を行う。

○ ◆ ファミリーサポートセンター事業【子育て支援課】 500
　子育て支援を受けたい人と行いたい人が会員となり、会員同士で助け合い
　ながら育児を行う、ファミリーサポートセンターを運営する。
　　【新規】ひとり親家庭への利用料半額助成の開始

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◎ ◆ 子どもの貧困対策推進計画策定事業【こども家庭課】 2,500
　アンケート調査の実施により、貧困の状況にある子どもや家庭の現状を把

　 　握し、「第２期子どもの貧困対策推進計画」策定のための基礎資料とする。

◎ ◆ 子どもの居場所づくりコーディネート事業【こども家庭課】 4,700
　子ども食堂などの開設や運営に関する相談窓口を設置し、市民が主体と
　なって運営する子どもの居場所づくりのための情報提供や支援を行う。

○ ◆ 児童虐待防止対策事業【こども家庭課】 1,391
　児童虐待防止のため、関係機関との連絡調整や啓発活動を実施する。
　　【新規】民間団体が行う子どもの見守り支援に対する補助

○ ◆ 言語教育による表現力・読解力育成事業【学校教育課】 69,500
　言語教育推進のために小中学校においてALTを引き続き配置するととも
  に、中学生を対象にスピーキング形式のテストを実施することで、英語に
　よるコミュニケーション能力の向上を図る。
　【新規】英語パフォーマンステストの実施

◆ 「チーム学校」実現事業【学校教育課】 5,858
　市内の中学校区においてコミュニティ・スクールの順次導入を図るため、
　学校運営協議会を設置するほか、「支援員配置事業」「地域交流推進・
　外部人材活用事業」を実施することで、学校と地域が連携した、「地域総
　がかりの教育」を推進する。

◆ 生涯学習推進事業【生涯学習課】 1,437
　コミュニティ・スクールを導入する中学校区において地域学校協働本部を
　設置し、学校運営協議会と連携することで、「地域総がかりの教育」により
　地域で子ども達の学びや成長を支える体制の構築を図る。

○ ◆ 特別支援教育推進事業【学校教育課】 4,253
　医師や臨床心理士、教諭などで構成される専門家チームによる相談対応、
　学校巡回等の取組を通じて、通常学級における特別支援教育環境の整備
　を図るほか、医療的ケアが必要な児童の学校生活を支援する。
　【新規】医療的ケア児訪問看護支援事業
　

６　笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 香陵公園周辺整備事業【総合体育館整備室】 6,541,800
　市民のスポーツ・健康づくりの拠点となる新総合体育館について、令和５年
　１月のオープンを目指し、整備を進める。

◎ ◆ スポーツ推進基本計画策定事業【ウィズスポーツ課】 2,800
　令和５年度末に計画期間が終了する「沼津市スポーツ推進基本計画」につ
　いて、市民のスポーツ振興及びスポーツ交流の推進を図るための次期計
　画の策定に着手する。

　

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

６　笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◎ ◆ スポーツ施設マネジメント事業【ウィズスポーツ課】 27,200
　新総合体育館の開設に伴い、市民体育館及び旧静浦東小学校屋内運動
　場の解体実施設計を行い、屋外スポーツ施設の利用受付窓口を大岡市民
　運動場へ移転するなど、スポーツ施設の再編を進める。

◆ いきいきスポーツ推進事業【ウィズスポーツ課】 11,800
　市民一人ひとりがライフステージに合わせて「するスポーツ・みるスポーツ・
　ささえるスポーツ」を楽しめるよう、各種大会や教室を実施するなど、様々
　な形でスポーツに関わることのできる環境づくりに取り組む。

◆ 屋外運動場夜間照明施設整備・利用推進事業 11,560
【ウィズスポーツ課・生涯学習課】

　学校施設等の運動場に設置されている夜間照明施設の維持管理や改修
　を行うなど、地域のスポーツ振興を図る。

◆ 市民文化センター施設整備事業【文化振興課】 50,400
　市民文化センターの機能維持を図るための施設整備を行うとともに、計画
　的な改修に向けた検討を行う。

○ ◆ フレイル対策事業【長寿福祉課】 4,467
　高齢者自身によるフレイルチェックと、活動の核となる市民サポーターの （介護特会）
　増員を行い、自分ごと化によるフレイル予防と主体的な社会参画を進め、
　健康寿命の延伸を図る。

　　【新規】市民サポーター養成等を行うモデル地区の拡大（はら、片浜・今
　　　　　　 沢）

◎ ◆ 高齢者保健福祉計画策定事業【長寿福祉課】 2,450
　アンケート調査の実施により、高齢者の実態や介護サービスの利用状況を
　把握し、「沼津市高齢者保健福祉計画」策定のための基礎資料とする。

○ ◆ 若年がん患者等支援事業【健康づくり課】 2,300
　若年がん患者等の生活支援を目的として、各種助成を行う。
　　【新規】 骨髄ドナー及び勤務先への助成を実施

◎ ◆ 障がい者計画策定事業【障がい福祉課】（障害福祉課） 1,600
　アンケート調査の実施により、障がいのある人たちの現状を把握し、「沼津
　市障がい者計画」等の策定のための基礎資料とする。

○ ◆ 地域生活支援事業【障がい福祉課】（障害福祉課） 206,600
　障がいのある人や難病患者が、能力や適性に応じて自立した生活を営む
　ことができるよう、障害者総合支援法で地域生活支援事業として定められ
　た各種事業を実施する。
　　【新規】 遠隔手話通訳用タブレット端末の貸出しを開始

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

７　安全・安心のまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 総合的治水対策整備事業【河川課】 538,500
　常襲浸水地域の浸水被害を軽減するため、大平地区においては大平江川
　排水機場躯体の築造（２か年事業）を、沼川・高橋川流域地区においては
　井戸川雨水貯留池及び青野排水機場の整備をそれぞれ進めるほか、老朽
  化した浜水門排水機場のポンプの更新を実施する。

◎ ◆ 土木施設災害復旧事業【河川課】 37,400
　令和３年７月の大雨により被害を受けた駒瀬川雨水貯留池において、管理
　用道路の復旧工事を実施する。

◆ 一般河川整備事業【河川課】 92,000
　市民に安心して暮らせる住環境を提供することを目的として、河川の改良
　を実施するとともに、大雨により被災した河川や雨水貯留池において、
  今後の災害を防ぐため、被災防止対策工事の設計・施工を実施する。

○ ◆ 都市計画決定事務事業費【まちづくり政策課】 11,100
　「沼津市立地適正化計画」において、コンパクトで安全なまちづくりを推進す
　るため、居住や都市機能の誘導に必要となる防災・減災対策等に関する指
　針を作成する。

　【新規】 沼津市立地適正化計画防災指針作成

○ ◆ 安全な地域づくり推進事業【危機管理課】 22,000
　被災時に市民の生活再建の早期化を図ることを目的として、新たに被災者
　支援システムを導入するとともに、令和３年５月に本市が富士山の火山災
　害警戒地域に指定されたことに伴い、富士山火山防災マップの新規作成及
　び全戸配布を行う。
　　【新規】 被災者支援システム導入
　　【新規】 富士山火山防災マップの新規作成及び全戸配布

○ ◆ 災害時通信システム増強事業【危機管理課】 3,880
　現在、個別に対応しているTwitter、LINE、Yahoo!防災速報への危機管理情
　報の配信について、メールやアプリと同時配信が可能となるようシステムの
　機能向上を行い、速報性・同時性を確立する。
　　【新規】 危機管理情報の配信システムの機能向上

◆ 橋梁等道路構造物維持事業【道路管理課】 372,400
　橋梁等の道路構造物を対象に、定期点検や必要な補修・耐震化を実施し
　長寿命化を図るとともに、新技術等の活用を検討し、コストの縮減や効率化
　への取組を実施する。

○ ◆ 防犯まちづくり事業【生活安心課】 58,600
　防犯灯設置や通学路への街頭防犯カメラの設置に対する自治会への補助
　を行うなど、地域における防犯活動を支援する。

　　【新規】 悪質電話対策機器購入費補助を創設

◎ ◆ 犯罪被害者等支援事業【生活安心課】 820
　犯罪被害者等に見舞金を支給するなど、犯罪被害者等の精神的苦痛や経
　済的困難の軽減を図る。

◆ 交通安全施設等整備事業【道路管理課】 36,000
　歩行者・自転車の安全確保のため、歩道や路側帯、グリーンベルトの整
　備、道路反射鏡の設置等を実施する。

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

７　安全・安心のまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

◆ 学校指導関係事務経常経費【学校教育課】 5,612
　学籍事務、就学支援などの学校事務を行うほか、児童生徒の通学経路に
　おける安全点検や交通安全教育を通じて、通学路の安全確保を図る。

◆ 交通安全推進事業【生活安心課】 2,126
　交通安全運動や地域等における交通安全活動を通じて、交通安全意識の
　向上を図る。

◆ 高齢者交通安全対策事業【生活安心課】 5,100
　高齢者の自主的な免許返納を促すため、免許を返納した65歳以上の市民
　に対し、市内バス・タクシー利用助成券を交付する。

◆ 公共交通運行維持事業【まちづくり政策課】 98,000
　自主運行バスなどへ運行支援を行いつつ、住民ニーズや地域特性に応じた
　路線の再編やダイヤの見直しを行い、利便性の向上に取り組む。

○ ◆ 公共交通ネットワーク形成事業【まちづくり政策課】（再掲） 29,000
　「沼津市地域公共交通計画」に基づき、公共交通の利便性向上及び利用
　促進に向けた取組を実施する。
　　【新規】 沼津港デジタルサイネージ設置
　　【新規】 原駅前広場バス・タクシー乗り場案内等設置
　　【新規】 小中学生を対象としたモビリティ・マネジメント教材の作成
　　【新規】 公共交通への利用転換に向けた車番認証システムの活用

８　環境と共生する持続可能なまち ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ 再生可能エネルギー導入推進事業【環境政策課】 10,000
　国が掲げる2050年の脱炭素社会の実現に向け、本市の特性やポテンシャ
　ルを踏まえ、再生可能エネルギーの導入に係る目標及び施策に関する取
　組などを策定する。
　　【新規】 再生可能エネルギー導入目標等の策定

◆ 中間処理施設整備事業【新中間処理施設整備室】 103,000
　施設整備・運営等を担う事業者の選定に向け、実施方針等の作成業務に
　着手するとともに、建設用地の整備に向けた構造物等詳細設計や各種調
　査を引き続き行う。

◎ ◆ 戸田地区一般廃棄物排出事業者支援事業【クリーンセンター管理課】 952
　現在、戸田地区の燃やすごみ等を処理している土肥戸田衛生センターが
　令和４年度中の稼働停止を見込んでおり、清掃プラントでの処理に移行
　することに伴う運搬費に対して、戸田地区内の事業者の負担軽減を図る
　補助制度を創設する。

◆ 自然環境保全事業【環境政策課】 2,300
　ぬまづ生物多様性地域戦略に基づき、門池公園において、生物分布調査
　による現状把握及び地域や学校等との連携による自然観察会を実施する
　とともに、生物多様性の保全に関する周知啓発を行う。

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和３年度現在の担当課  

ＩＣＴ推進関連事業 ◎：新規　　○：一部新規
新規 予算額（千円）

○ ◆ 地域情報化推進事業【ＩＣＴ推進課】 34,000
　先端技術を活用した業務の効率化を推進する。
　　【新規】 基幹業務システムに電子申請データを取り込むためのシステム
　　　　　　　整備

◆ スマートシティ推進事業【政策企画課】（再掲） 1,500
　沼津版スマートシティの実現に向けたプロジェクト「Ｘ-Ｔech ＮUMAZU」を
　推進するため、推進ビジョンに基づく具体の取組や、新たな専門部会の設
　置を検討する。

○ ◆ 沼津しごと応援事業【商工振興課】（再掲） 11,600
　ダイバーシティ経営・テレワーク導入セミナーを開催し、市内企業における
　多様な働き方を推進するとともに、障がい者や高齢者を対象とする面接会
　を開催するなど、多様な人材が活躍できる環境づくりを促進する。
　　【新規】 ダイバーシティ経営セミナーの開催
　　【新規】 障がい者・高齢者を対象とした合同就職面接会の開催
　　【新規】 沼津しごと応援サイト「ぬまｊｏｂ」への新機能追加

○ ◆ 安全な地域づくり推進事業【危機管理課】（再掲） 22,000
　被災時に市民の生活再建の早期化を図ることを目的として、新たに被災者
　支援システムを導入するとともに、令和３年５月に本市が富士山の火山災
　害警戒地域に指定されたことに伴い、富士山火山防災マップの新規作成及
　び全戸配布を行う。
　　【新規】 被災者支援システム導入
　　【新規】 富士山火山防災マップの新規作成及び全戸配布

○ ◆ 災害時通信システム増強事業【危機管理課】（再掲） 3,880
　現在、個別に対応しているTwitter、LINE、Yahoo!防災速報への危機管理情
　報の配信について、メールやアプリと同時配信が可能となるようシステムの
　機能向上を行い、速報性・同時性を確立する。
　　【新規】 危機管理情報の配信システムの機能向上

＜参考＞令和３年度 繰越明許費

　◇ 社会保障・税番号制度システム整備事業【市民課】 ( 6,930 )
　　　　　　住民基本台帳法の改正による、転出・転入手続きのワンストップ
　　　　　　サービスに対応するため、住民基本台帳システム等の改修を行う。

事業名及び事業内容
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